
ストーリー名（仮称） 事業名称 実施団体名
補助金額

（補助事業額）
実施内容

大阪を駆け抜ける！
泉州サイクルルートでめぐ
るたび

泉州サイクルルート事業
一般社団法人KIX泉州ツー
リズムビューロー

１，４００
（２，８００）

• 泉州サイクルルートPRのためのアプリの開発
• 多言語対応サインとアプリの連動

百舌鳥・古市古墳群をめぐ
るたび

百舌鳥・古市古墳群受入体
制整備等事業

堺市
８，７９９

（１７，５９９）
• 百舌鳥古墳群めぐり周遊ルート上への誘導サ

インの設置

百舌鳥・古市古墳群受入体
制整備事業

藤井寺市地域文化遺産活
性化実行委員会

５，４９０
（１０，９８０）

• 藤の森古墳石室移築展示
• 多言語解説板の設置

百舌鳥・古市古墳群受入体
制整備等事業

羽曳野市
２，７７６
（５，５５３）

• 古墳群案内看板の設置
• 誘導サインの設置

アートを感じる・見つける
ぶらりまちあるき

パブリックアート制作・情報
発信事業

和泉市
１１，９６５
（２３，９３１）

• パブリックアート制作
• ＷＥＢ・ＳＮＳ等情報発信

古（いにしえ）の空気に包ま
れる にっぽん心のたび 楠公史跡ＰＲ事業 河内長野市

１７３
（３４８）

• 多言語案内板および解説板の設置

合 計
３０，６０３
（６１，２１１）

（単位：千円）

平成30年度 大阪ストーリープロジェクト事業 補助事業の概要
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平成３０年度大阪ストーリープロジェクト事業 補助事業（（一社）ＫＩＸ泉州ツーリズムビューロー）

補助事業の内容

■ 補助事業名 「泉州サイクルルート事業」 補助金額：１，４００千円（補助対象事業額：２，８００千円）

■ 事業の趣旨及び目的
関西国際空港のお膝元である泉州地域は、歴史・文化・食・ものづくりのいずれも高いポテンシャルを持った地域であるとともに、我が国最大の自転車製品の生

産地である堺市をはじめ、各市町が独自に自転車を活用したまちづくりを早期から進めている。
近年は、関空を利用するインバウンド客が順調に増加しており、特に台湾や欧米などにおいて、自転車ツーリングを目的とした日本への個人旅行客も増加してい
る。これらのインバウンド客をはじめとする誘客を図るため、泉州地域の資源のうち、特にインバウンド客が興味を持っている「食」と「体験」をテーマとした資源を自転
車で巡るための環境を整備し、ツーリング環境の向上に取り組む。

■ ストーリー名 「大阪を駆け抜ける！泉州サイクルルートでめぐるたび」
泉州サイクルルートにより点在する観光資源をつなげ、インバウンドを含めた観光誘客を促進する。（対象エリア：泉州９市４町）

＜泉州地域観光コース周遊案内アプリの概要＞

■自転車コースや周遊モデルコースの検索
・目的地までの所要時間などを確認可能
・地図上でルートを確認可能
・GPS機能を活用して、現在地からの検索が簡単
・任意の時間を設定して検索可能
・地図をタッチして、任意の場所から任意の場所までも検索可能

■施設情報
・施設情報をエリア、カテゴリーから検索可能

■観光モデルコース
・オススメコースを用意
・日帰りコースと宿泊コース、お好みのコースを選ぶだけで当日の旅程を作成可能

■ポイント連携機能
・アプリを利用することでポイントを貯めることが可能
・観光・地域での活動（イベント・ウォーキング等）でポイントを貯めることが可能。
・貯めたポイントは、Tポイントなど150社以上の電子マネーや各社ポイント等へ交換可能。

■その他の内容
・イベント情報（名称、概要、電話、URL等）検索可能
・天気情報（泉州エリアの天気、気温等）検索可能
・アプリで提供するデータのすべてを多言語（日本語、英語、中国語〈繁体・簡体〉、韓国語）対応

◎泉州地域観光コース周遊案内アプリの機能強化
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平成３０年度大阪ストーリープロジェクト事業 補助事業（堺市、羽曳野市、藤井寺市地域文化遺産活性化実行委員会）

補助事業の内容

■ 補助事業名 「百舌鳥・古市古墳群受入体制整備等事業」
補助金額：１７，０６５千円（補助対象事業額：３４，１３２千円）

■ 事業の趣旨及び目的
大阪府、堺市、羽曳野市、藤井寺市においては、百舌鳥・古市古墳群の2019年の世界文化遺産登録を目指している。百舌鳥・古市古墳群は、大阪の南部の堺市、羽曳野市、藤井寺市の3市に所在する巨

大古墳群であり、堺市の｢百舌鳥」と、羽曳野・藤井寺市の「古市」の2つのエリアに分かれながらも、一体性・連続性をもっている。
この古墳群では、4世紀後半から6世紀前半にかけて200基を超える古墳が築造されたが、現在でも89基の古墳が残っている。その中から古墳時代の最盛期である古墳時代中期（４世紀後半～５世紀後半）

に築造され、なおかつ保存状態の良好である49基45件を世界遺産推薦候補としている。
ここに密集した古墳は、前方後円墳、帆立貝形墳、円墳、方墳という４種類の墳形をもち、規模も400ｍ以上から20ｍ程度まで著しく幅広い。これらのうち大規模な古墳は、鍵穴形の前方後円墳であり、古代

日本の王の墓と考えられる列島最大級のものを多数含む。このような王墓が集中的、継続的に築造された両エリアは、列島各地の古墳の型式と築造技術のモデルとして重要な位置を占め続けた。
今後、登録を契機に増加する来訪者に、これらの古墳群の価値を理解していただくとともに、効率的・効果的に受け入れていくための、受入体制整備事業や来訪者にそれぞれの街の魅力を感じていただける

ような魅力発信事業を実施.．

■ ストーリー名 「百舌鳥・古市古墳群をめぐるたび」
日本の古墳時代において、各地の古墳の型式と築造技術のモデルとして重要な位置を占め続けた両古墳群の魅力を発信し、国内外の訪問者の増加

を目指す。（対象エリア：堺市、羽曳野市、藤井寺市)

【堺市】
◎多言語誘導サインの整備（１８基） ＜誘導サインの整備場所＞
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【羽曳野市】
◎多言語案内板の整備（車両用12基、歩行者用２基）
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①

②

＜案内板の整備場所＞

【藤井寺藤井寺市地域文化遺産活性化実行委員会】
◎多言語解説板の整備（6ヵ所）

●車両用多言語案内板 ■歩行者用多言語案内板

【鍋塚古墳】 【道明寺天満宮 埴輪製作の登り窯（復元）】【助太山古墳】

※ＱＲコードによる多言語対応
（日、英、簡体、繁体、韓、タイ、独、仏）



◎藤の森古墳石室の移築

◆移築先 アイセルシュラホール敷地内

応神天皇陵古墳
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※百舌鳥・古市古墳群で唯一入れる石室内としてＰＲ
（イベント等で開放予定）

※アイセルシュラホールは、古市古墳群のガイダンス施設としても活用



平成３０年度大阪ストーリープロジェクト事業 補助事業（和泉市）

補助事業の内容

■ 補助事業名 「パブリックアート制作事業」 補助金額：1１,９６５千円（補助対象事業額：2３,９３１千円）

■ 事業の趣旨及び目的
「和泉市観光振興戦略プラン」において和泉市久保惣記念美術館を中心とした半径2kmのエリアを「ミュージアムタウン」として設定している。当エリアは久保

惣記念美術館のほか、いずみの国歴史館、和泉リサイクル環境公園、松尾寺などの観光スポットに加え、桃山学院大学が立地し、カフェ･レストランの集積する
地域でもある。
美術館と連携したフォトスポットとなりうるパブリックアートの設置、美術館ホームページの多言語化及び積極的な情報発信を実施することで、インバウンドを含め
た観光誘客を促進する。

■ ストーリー名 「アートを感じる・見つける ぶらりまちあるき」
アートを軸に、泉北地域の“美”をめぐるストーリーをつくり、インバウンドを含めた観光誘客を促進する。 （対象エリア：和泉市、高石市）

◎パブリックアート（立体構造物）の制作・設置

松本零士氏、弘兼憲史氏に和泉久保惣美術館で展
示されている作品とのオマージュを依頼し、立体構造
物２体を和泉中央駅周辺に制作・設置。

◎パブリックアート（壁画）の制作・設置

和泉久保惣美術館の収蔵作品をモチーフに関西で活躍す
るクリエイター30人がデザインした壁画を和泉・久保惣
ミュージアムタウン内に設置（和泉中央駅から美術館へと続
くルート上の３０カ所）。

また、壁画横のＱＲコードにスマートフォンをかざせば、モ
チーフとなった所蔵作品等の解説が流れる（多言語対応）。

「宮本武蔵」×「キャプテンハーロック」 「考える人」×「島耕作」
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平成３０年度大阪ストーリープロジェクト事業 補助事業（河内長野市）

補助事業の内容

■ 補助事業名 「楠公史跡ＰＲ事業」 補助金額：１７３千円（補助対象事業額：３４８千円）

■ 事業の趣旨及び目的
楠公さんと親しまれている楠木正成・正行親子は、鎌倉時代末期から南北朝時代にかけて彗星の如くあらわれ、やがて時代の流れに消えていった。彼らが歴

史上、名を遺したのは、僅かな歳月であったが、その生き様は逸話として後世に伝わり、そして今でもサムライヒーローとして、日本人の心を魅了し続けており、聖地
となっている彼らにまつわる有形・無形の文化遺産を磨き上げ、広域的にストーリーで結ぶことにより、観光資源としての魅力を向上させる。
千早赤阪村や河内長野市には数多くの楠公史跡が存在することから連携による統一的なＰＲやツアーコースを提案することにより、楠公の魅力と自然豊かな奥
河内の魅力を共に発信し、外国人を含めた観光客の増加を図り、地域産業の活性化につなげる。

■ ストーリー名 「古（いにしえ）の空気に包まれる にっぽん心のたび」
楠木正成をテーマに、古の日本人の精神を感じると共に、奥河内の豊かな自然を楽しむストーリーをつくり、幅広い層の誘客を目指す。

（対象エリア：河内長野市、千早赤阪村）

【天野山金剛寺】 【観心寺】

＜多言語案内板の整備場所＞

◎多言語案内板の整備（２ヶ所）

※ＱＲコードによる多言語対応
（日、英、簡体、繁体、韓）
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